










当社は、遺伝子破壊マウス事業と抗体事業の２つの

事業を軸に展開しております。遺伝子破壊マウス事業

では、独自技術である遺伝子トラップマウスの作製技

術（可変型遺伝子トラップ法）を用いることにより、

従来困難であった大規模・網羅的な遺伝子破壊マウス

の作製を可能とし、創薬のターゲット探索に有用なマ

ウスに関する遺伝子機能情報等を製薬会社などへ提供

しております。また、医薬の適切な評価をするための

ヒトの病態モデルとなる遺伝子破壊マウスの開発にも

成功しております。抗体事業では、抗原に関する情報

を収集して、腫瘍マーカーや環境ホルモン検出キット

などニーズの高い抗体製品の開発を進めながら、より

付加価値のある抗体医薬や診断薬への応用開発を展開

しております。当社では、GANP遺伝子改変動物を用

いた高親和性抗体を作製する技術（GANP○Rマウス）
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ービスは、新規創薬ターゲット探索や遺伝子機能の解

明に寄与することが期待されています。

3）実験動物に関する受託

遺伝子改変マウス作製受託

当社では、品質の高いマウスES細胞を導入し、ジ

ーンターゲティング法による遺伝子改変マウス作製の

受託サービスを行っております。顧客から提供される

遺伝子情報をもとに、目的とする遺伝子改変マウスを

作製しております。

マウス表現型解析受託

ある遺伝子の機能を解析する場合に、その遺伝子を

改変したマウスの表現型を解析することで、個体レベ

ルでの機能を解明することができ、創薬ターゲット遺

伝子としての評価などを効率的に進めることができま

す。

当社では、可変型遺伝子トラップ法を用いて作製し

た遺伝子破壊マウスはもとより、顧客所有のマウスに

ついても、表現型解析の受託サービスを行っておりま












